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この 「グッドイヤー物語」 は、 月刊タイヤ、 1969 年 7 月号から 1970 年 5 月号までに

連載された記事である。

当時、 世界一のタイヤメーカーであったグッドイヤーの軌跡を記したものである。

※当時の記事を再現しているので、 現在と違った表現を使用する場合があります。

渡　辺　城一郎　氏　著

【第 11回・最終回】【第 11回・最終回】

国境と人種を超えて国境と人種を超えて

前号までのあらすじ 

失われた世代といわれた１８９０年代のアメリカは、 不況と混乱で、 数多くの市民が暗い谷

間に追いやられていた。 フランク ・ サイベリングもそのひとりだった。  引越し荷物を積ん

だ馬車は、 父の破産と負債の整理が重なって、 身動きできない程だった。

「馬車を軽く走らせる方法」 こんなつまらない想像しか考えられないくらい疲れ果てていた。

しかし、 これがヒントになって、 古ぼけたダンボール工場を買い 「馬車を軽く走らせるタイ

ヤ」 作りの第一歩を踏むのであった。 １８９８年、 手で掴み、 足で引っ張る原始的なタイヤ

作りの会社は、 額面１１１人の出資者と、 １３人の従業員で回転し始めた。 社名は、 ゴム加

硫法の発見者である 「チャールズ ・ グッドイヤー」 にちなんで、 グッドイヤーゴム会社と

名付け られた。 商標は、ギリシャ神話に出てくる商業と通信の神様である、ヘルメスの脚、

ウイングフットを採用、 まずまずのスタートを切った。

創立後２年を経た１９００年、 若い技術者、 リッチフィールドを得て基盤は固まったが、 事業

を広げすぎたという理由で、銀行から締め出されてしまった。 しかし、タイヤへの情熱は、リッ

チフィールドに引き継がれ、 今日の姿にまで成長していったが、 その歴史の中には、 学び

取りたいいくつかのエピソードがあった。   

粘りで勝ちとった特許合戦、 ストレートサイドの開発、 ５０００㎞をノーパンクで走るトラック便

会やコードの改革、 ドラッグストアに進出したタイヤ販売戦、 そして、 苛酷な生産と合成ゴ

ム開発が要求された第二次大戦、 そこには、 知られざる戦史、 日米タイヤマンの交流も

綴られていた。

１ア
ク
ロ
ン
の
９
月
の
陽
は
、
午
後
に
な
る
と

苛
立
ち
す
ら
感
じ
さ
せ
る
気
だ
る
い
も
の

だ
っ
た
。
市
民
た
ち
に
と
っ
て
、
昨
日
ま
で

勝
つ
た
め
に
馬
車
馬
の
様
に
働
き
詰
め
だ
っ

た
張
り
つ
め
た
気
分
が
、
急
に
と
き
放
さ

れ
た
瞬
間
の
却
脱
感
に
似
た
も
の
が
、
漠

然
と
漂
い
始
め
た
…
…
そ
ん
な
ム
ー
ド
で

も
あ
る
。
１
９
４
５
年
の
残
暑
は
、
ア
ク
ロ

ン
の
町
が
長
い
間
、
忘
れ
て
い
た
不
快
指
数

を
呼
び
覚
ま
し
た
と
い
っ
て
も
い
い
。 

正
直
い
っ
て
、
マ
ン
モ
ス
戦
局
と
い
わ
れ
た
ア

メ
リ
カ
軍
の
行
動
範
囲
は
、
国
内
の
あ
ら

ゆ
る
生
産
設
備
を
フ
ル
操
業
に
追
い
や
っ
た

も
の
の
、
ビ
ク
ト
リ
ー
を
こ
の
手
に
掴
ん
だ

途
端
、
こ
れ
か
ら
ど
う
世
界
が
変
化
し
て

い
く
か
、
見
当
が
つ
か
な
か
っ
た
。

ま
し
て
や
、
そ
の
国
防
生
産
基
地
の
ひ
と

つ
、
ア
ク
ロ
ン
の
市
民
達
は

「
明
日
は
ど
う

な
る
」
と
い
っ
た
不
安
す
ら
か
す
め
て
い
た
。

戦
争
に
勝
っ
た
の
は
、
連
合
軍
で
あ
り
、
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
が
勝
っ
た
も
の
で
、
ひ
と
り

ひ
と
り
の
市
民
の
上
に
、
そ
の
恩
恵
を
浴
び

る
日
が
来
る
の
だ
ろ
う
か
、
む
し
ろ
、
イ
ン

フ
レ
と
貧
困
が
、
そ
の
恩
恵
以
上
の
深
さ
で

切
り
込
ん
で
く
る
に
違
い
な
い
。
グ
ッ
ド
イ

ヤ
ー
の
幹
部
達
の
中
に
は
、
戦
前
の
辛
ら
か

っ
た
頃
を
思
い
浮
か
べ
る
者
す
ら
い
た
。 

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
本
社
は
、
い
つ
も
と
同
じ

様
に
、
け
た
た
ま
し
い
電
話
の
コ
ー
ル
サ
イ

ン
が
秒
を
刻
ん
で
響
い
て
い
る
。
社
長
室
か

ら
望
む
工
場
群
の
姿
は
変
わ
り
な
い
。
し

か
し
、
こ
う
し
た
重
い
空
気
だ
け
は
、
異

端
者
の
よ
う
に
覆
っ
て
い
る
。 

リ
ッ
チ
フ
ィ

ー
ル
ド
会
長
は
、
社
長
室
の
ソ
フ
ァ
ー
に
腰

を
お
ろ
し
た
ま
ま
、
も
う
２
時
間
近
く
動

か
な
い
。

ト
ー
マ
ス
社
長
の
説
明
す
る
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ

ー
の
終
戦
処
理
構
想
に
聞
き
込
ん
で
い
た
。

「
ト
ー
マ
ス
君
、
デ
ト
ロ
イ
ト
の
コ
ー
ス
が
、

万
一
、
縮
小
ム
ー
ド
に
出
た
場
合
、
そ
れ

に
対
応
す
る
計
画
は
、
ど
う
す
る
か
ね
」 

太
い
葉
巻
の
灰
が
、
ポ
ロ
ッ
と
ヒ
ザ
下
に
落

ち
る
。 

「
何
百
万
と
い
う
人
が
、
間
も
な
く
復
員

し
て
く
る
で
し
ょ
う
。
彼
ら
は
ア
メ
リ
カ
を

守
っ
た
英
雄
で
す
が
、
全
て
の
人
が
戦
前
の

ア
メ
リ
カ
の
伝
統
に
戻
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
生
と
死
の
中
で
得
た
、
何
ら
か
の
理

念
は
、
き
っ
と
新
し
い
生
活
社
会 

を
生
み

出
し
て
い
き
ま
す
。 

そ
の
ひ
と
つ
が
、
戦

捷
の
代
価
で
あ
る
、
繁
栄
と
い
う
名
の
消

費
に
な
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
」 

ト
ー
マ
ス
社
長
は
、
こ
こ
で
言
葉
を
切
っ
て
、

部
厚
い
資
料
を
広
げ
た
。

そ
こ
に
は
、
ト
ー
マ
ス
社
長
の
主
張
す
る
繁

栄
説
を
裏
付
け
る
デ
ー
タ
が
あ
っ
た
。
ふ

た
り
の
論
義
は
、
尽
き
な
か
っ
た
が
、
こ
の

数
時
間
で
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
新
し
い
基



盤
を
打
ち
出
す
事
に
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、

数
日
の
間
、
社
長
室
は
、
慌
た
だ
し
い
人

の
出
入
り
が
続
い
た
。 

最
高
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
４
人
の
副
社
長
達
、

リ
ロ
イ
、
マ
ゲ
ニ
ス
、
オ
ー
ス
ラ
ン
ド
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
の
計
画
を
持
ち
寄
っ
た
。
さ

ら
に
、
現
在
の
社
長
で
、
当
時
の
生
産
部

長
、
デ
・
ヤ
ン
グ
、
海
外
担
当
の
キ
ャ
メ
ロ

ン
、
技
術
研
究
所
の
ブ
ラ
ウ
ン
、
と
い
っ
た

顔
ぶ
れ
が
主
だ
っ
た
。
９
月
の
終
り
頃
、
一

同
は
、
会
長
宅
の
晩
餐
会
に
招
待
さ
れ
た
。

リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
時
折
こ
う
し
た
パ

ー
テ
ィ
ー
を
開
く
事
が
あ
る
が
、
デ
・
ヤ

ン
グ
部
長
の
胸
に
は
、
「
こ
れ
は
、
月
な
み

の
会
で
は
な
い
な
い
」
と
い
う
予
感
が
強
く
、

招
待
さ
れ
る
と
い
う
よ
り
、
招
集
さ
れ
る

と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
っ
た

２リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
会
長
は
、
自
宅
で
は
ウ

イ
ス
キ
ー
を
出
さ
な
い
習
慣
が
あ
る
。
し

か
し
、
こ
の
日
は
ど
う
し
た
事
か
、
広 

間

で
く
つ
ろ
ぐ
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
達
の

手
に
は
、
グ
ラ
ス
が
握
ら
れ
て
い
た
。 

戦

争
は
す
ん
だ
ば
か
り
と
い
う
の
に
、 

ス
タ
ッ

フ
の
口
に
出
る
の
は

「
生
産
の
思
い
出
」
ば

か
り
で
あ
っ
た
。
無
理
も
な
い
事
だ
。

「
自
信
と
貢
献
の
コ
ン
ビ
」

第
二
次
大
戦
の
軍
需
生
産
で
膨
ら
ん
だ
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
は
、 

サ
イ
ベ
リ
ン
グ

会
長
（
右
）
と
、ト
ー
マ
ス
社
長
（
左
）
の
コ
ン
ビ
に
よ
っ
て
、新
し
い
ス
ピ
リ
ッ

ツ
「
自
信
と
貢
献
」
を
培
か
っ
て
い
っ
た
。 

ゴ
ム
が
な
く
て
も
、
タ
イ
ヤ
を
作
れ
と
い
っ

た
国
防
省
、
勝
つ
た
め
に
は
、
ど
ん
な
不

可
能
に
も
応
じ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ

れ
が
勝
利
と
い
う
実
り
を
結
ん
だ
の
だ
か

ら
、
口
に
し
な
い
方
が
お
か
し
い
。 

な
ご

や
か
な
談
笑
が
続
く
。

夫
人
達
の
顔
も
、
今
日
は
一
段
と
輝
い
て

い
る
。
タ
イ
ヤ
マ
ン
と
し
て
偉
大
な
る
夫
を

持
っ
た
誇
り
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
勝
利
を

肌
で
感
じ
る
劇
的
な
パ
ー
テ
ィ
ー
と
も
思
え

る
の
だ
っ
た
。 

「
諸
君
、
今
夕
は
お
集
ま
り
頂
い
て
あ
り
が

と
う
。
そ
れ
に
、
ご
夫
人
達
が
あ
ま
り
に

も
若
く
、
美
し
い
の
に
驚
い
て
い
ま
す
」 

ト

ー
マ
ス
社
長
は
、
ゆ
っ
く
り
と
夫
人
達
を
目

で
追
っ
た
。
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
会
長
は
、

そ
の
言
葉
を
受
け
て
口
を
開
い
た
。 

「
ト

ー
マ
ス
君
は
、
私
達
男
性
を
ほ
め
る
時
で
も
、

決
し
て

「
君
は
若
い
」
と
は
言
わ
な
い
人
で

す
。
し
か
し
、
こ
う
し
て
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
夫

人
達
が
、
ま
る
で
娘
の
よ
う
に
若
や
い
で
い

る
姿
を
拝
見
し
ま
す
と
、
こ
の
私
も
青
年

の
よ
う
な
気
持
ち
を
膨
ら
ま
せ
る
事
が
で

き
ま
す
。
こ
の
若
さ
を
保
つ
た
め
に
、
わ
が

家
自
慢
の
料
理
を
あ
な
た
の
ご
主
人
に
薦

め
て
く
だ
さ
い
」

珍
し
く
軽
口
を
た
た
く
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド

に
、
ス
タ
ッ
フ
は
目
を
回
し
た
。

…
…
時
計
は
８
時
を
告
げ
る
。
愉
快
な
晩

餐
で
あ
っ
た
。 

日本グッドイヤー株式会社は、 昭和 27 年の創立で、 当時、 事務所は、 ブリヂストンタイヤビル

内に置かれていた。 （全職員が、 初代フェリヤー代表の在勤 30 周年を祝っている風景。

左から、 鮎川氏、 ひとりおいて、 コービン氏、 フェリヤー氏、 ひとりおいて、 真保氏、 今村氏） 

グッドイヤー

日本進出の歩み

日
本
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
株
式
会
社

は
、
昭
和
３７
年
、
販
売
総
代

理
店
の
日
米
タ
イ
ヤ
株
式
会
社

を
吸
収
合
併
、
翌
年
、
事
務

所
を
、
東
京
渋
谷
の
水
野
ビ
ル

に
移
し
た
。

２
代
目
社
長
の
、
Ｇ
・
ム
ー
ア
氏

三代目の、 現 （当時） トーマス ・ M ・ ヘーグ社

長が就任してから、 昭和 44 年に、 事務所を、

溜池三会堂ビルに移し、 現在の拠点としている。



「
さ
て
青
年
諸
君
、
若
い
ご
夫
人
か
ら
し
ば

ら
く
離
れ
て
、
私
の
書
斉
に
お
集
ま
り
願

い
た
い
」 

リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
言
葉
が
出
た
時
、
デ
・

ヤ
ン
グ
部
長
は

「
き
た
な
」
と
思
っ
た
。 

「
み
な
さ
ん
、
本
当
に
長
い
間
、
ご
苦
労
を

お
か
け
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
は
勝
ち
ま
し

た
が
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
は
、
膨
ら
ん
だ
国

防
体
制
か
ら
、
平
時
産
業
へ
脱
皮
す
る
急

務
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
」 

も
う
、
ジ
ョ
ー
ク

を
口
に
す
る
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
顔
で
は

な
い
。 

「
ト
ー
マ
ス
君
、
続
け
て
も
ら
お
う
か
な
」 

「
は
い
」 

ト
ー
マ
ス
は
、
キ
ャ
ビ
ン
を
開
け
て
一
杯
の

ア
ベ
レ
ー
ジ
・
テ
ー
ブ
ル
を
み
ん
な
の
前
に

示
し
た
。 

「
こ
の
ア
ベ
レ
ー
ジ
は
、
我
が
社
の
タ
イ
ヤ
生

産
を
１
億
円
単
位
で
描
い
た
グ
ラ
フ
で
あ

る
。 

ご
覧
の
様
に
、
最
初
の
１
億
本
目
の

タ
イ
ヤ
は
、
１
９
２
９
年
に
第
一
歩
を
踏
ん

で
い
る
。
次
の
２
億
本
目
は
、
１
９
３
２
年

に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ド
イ
ツ
が
ポ
ー

ラ
ン
ド
に
入
っ
た
１
９
３
９
年
に
、
３
億
本

目
の
タ
イ
ヤ
を
マ
ー
ク
し
て
い
る
。 

さ
て
、
諸
君
、
考
え
て
ほ
し
い
。
最
初
の

１
億
本
ま
で
の
道
の
り
は
、
２９
年
間
か
か
っ

て
い
る
、
も
ち
ろ
ん
、
タ
イ
ヤ
よ
り
も
自

動
車
の
初
期
の
時
代
で
あ
れ
ば
、
い
た
し
方

な
い
と
し
て
も
、
次
の
２
億
本
目
の
５
年
に

対
し
、
３
億
本
目
が
７
年
間
か
か
っ
て
い
る

の
は
ど
う
し
た
事
だ
ろ
う
。
そ
し
て
現
在
の

生
産
状
況
か
ら
見
る
と
、
４
億
本
目
も
７

年
目
と
い
う
事
に
な
り
そ
う
で
あ
る
」 

ト
ー
マ
ス
社
長
は
一
息
入
れ
た
が
、
こ
の
言

葉
を
書
き
直
し
て
み
る
と
こ
う
と
な
る
。 

１
億
本　

１
９
２
７
年(

２９
年) 

２
億
本　

１
９
３
２
年(

５
年) 

３
億
本　

１
９
３
９
年(

７
年) 

４
億
本
１
９
４
６
年

（
７
年) 

カ
ッ
コ
内
は
１
億
本
に
要
し
た
生
産
年
数
で

あ
る
。 

「
諸
君
は
、
改
め
て
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ

の
生
産
ア
ベ
レ
ー
ジ
の
中
に
隠
さ
れ
て
い
る

理
由
は
、
特
と
知
っ
て
い
る
事
だ
と
思
う
。

問
題
は
、
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。

戦
争
終
結
に
よ
っ
て
、
当
然
、
軍
需
生
産

は
打
ち
切
ら
れ
る
も
の
と
信
じ
て
い
る
。
そ

の
金
額
は
、
４
億
３
３
４
４
万
ド
ル

（
約

１
５
５
７
億
円
＝
当
時
の
円
換
算
）
に
の
ぼ

り
、
我
が
社
の
総
売
上
げ
の
６０
％
に
当
た

る
も
の
で
あ
る
。 

も
う
ひ
と
つ
考
え
よ
う
。
確
か
に
、
こ
の
金

額
を
打
ち
切
ら
れ
る
事
は
打
撃
で
あ
る
。

そ
の
上
、
従
業
員
達
の
復
員
問
題
が
あ
る
。

そ
の
数
は
、
ざ
っ
と
２
万
６
０
０
０
人
。
こ
の

ふ
た
つ
の
問
題
を
合
わ
せ
る
と
、
グ
ッ
ド
イ

ヤ
ー
は
、
戦
争
の
終
了
に
よ
っ
て
消
え
て
い

く
運
命
に
あ
る
訳
だ
。

私
は
、
１
９
２
０
年
か
ら
３
０
年
代
の
苦
痛

を
蘇
ら
せ
て
み
た
が
、
ど
う
し
て
も
同
じ

轍
を
踏
む
気
に
は
な
ら
な
い
。

８
７
５
０
万
ド
ル
の
債
務
と
、
２
万
８
０
０
０

人
の
従
業
員
を
整
理
し
た
あ
の
時
だ
」 

ト
ー
マ
ス
の
言
葉
は
、
単
調
だ
っ
た
が
、
明

日
の
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
を
語
る
に
し
て
は
、
深

刻
す
ぎ
た
内
容
だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ 

の

見
方
は
正
し
い
。
勝
利
を
見
る
事
な
く
、

６３
歳
で
鼓
動
を
止
め
た
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大

統
領
の
後
を
継
い
だ
、
ハ
リ
ー
・
Ｓ
・
ト
ル

ー
マ
ン
は
、
日
本
降
伏
後
の
４
日
目
に

「
フ

ェ
ア=

デ
ィ
ー
ル
」
と
呼
ん
だ
国
内
政
策
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
議
会
に
送
っ
て
い
る
。

戦
時
体
制
か
ら
平
時
体
制
へ
の
経
済
転
換

を
求
め
た
政
で
、
特
に
物
価
、
家
賃
、
賃

金
の
上
昇
を
抑
制
す
べ
き
だ
と
す
る
も 

の

で
あ
る
。
統
制
は
大
幅
に
撤
廃
さ
れ
、
議

会
は
減
税
を
行
い
、
復
員
軍
人
は

「
Ｇ

Ｉ
権
利
章
典
」
を
活
か
し
、
市
民
生
活

に 

戻
る
教
育
、
訓
練
を
受
け
て
い
っ
た
。

１
９
４
５
年
１１
月
に
は
、
産
業
界
の
雇
傭

制
度
は
、
早
く
も
平
時
に
戻
り
、
軍
需
工 

場
の
９３
％
が
平
和
産
業
に
転
換
し
て
い
る
。

イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
放
た
れ
た
矢
の
よ

う
に
突
き
進
ん
で
い
る
。 

「
我
々
は
、
こ
う
し
た
大
き
な
課
題
を
背
負

っ
て
い
る
が
、
戦
争
に
よ
っ
て
学
ん
だ
も
の
も

多
い
。
し
か
し
、
こ
れ
を
生
か
す
も
殺
す
も
、

諸
君
の
頭
の
中
に
あ
る
。 

第
一
次
大
戦
で

タ
イ
ヤ
は
戦
争
の
機
動
力
を
生
み
出
し
た
。

今
度
は
、
原
子
力
や
航
空
機
の
発
展
を
育

て
た
。
ゴ
ム
も
、
ア
メ
玉
を
し
ゃ
ぶ
る
様
な

幼
稚
な
も
の
で
は
な
く
な
っ
た
。
合
成
ゴ
ム

は
、
２０
世
紀
の
成
果
と
し
て
評
価
さ
れ
て

き
た
。
私
は
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
将
来
の
た

め
に
、
ふ
た
つ
の
基
本
路
線
を
提
起
し
た
い
」 

ト
ー
マ
ス
の
飾
り
気
の
な
い
言
葉
を
ヒ
ト
ツ

ヒ
ト
ツ
う
な
ず
く
様
に
開
い
て
い
た
リ
ッ
チ

フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
心
の
中
で
舌
を
巻 

い
て
し

ま
っ
た
。 

「
で
き
る
奴
だ
。
こ
れ
な
ら
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー

は
、
例
え
何
万
人
の
復
員
社
員
が
戻
っ
て

来
て
も
、
立
派
に
世
界
の
一
流
会
社
に
の

し
あ
げ
て
い
く
事
だ
ろ
う
」 

も
ち
ろ
ん
、
ス
タ
ッ
フ
達
も
、
今
さ
ら
の
様

に
、
事
の
重
大
さ
に
身
の
引
き
し
ま
る
思
い

を
覚
え

「
こ
こ
一
番
」
の
意
欲
を
燃
え
上

が
ら
せ
て
き
た
。 

「
さ
て
諸
君
、
基
本
方
針
を
一
口
に
言
う

と
、
ひ
と
つ
は
海
外
市
場
の
開
拓
、
後
の
ひ

と
つ
は
、
軍
需
施
設
の
平
和
利
用
を
考
え

る
事
で
あ
る
」 

言
葉
を
変
え
て
言
え
ば
、
祖
国
の
戦
争
は

終
っ
た
が
、
企
業
の
戦
争
を
要
求
し
た
事
に

な
る
。
こ
の
方
針
が
、
ど
の
様
に
ス
タ
ッ
フ

に
受
け
止
め
ら
れ
た
か
は
、
こ
の
後
、
１０

数
年
の
実
績
が
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
ず
一
億
単
位
を
み
て
み
よ
う
。 

５
億
本　

１
９
５
０
年

（
４
年
） 

６
億
本　

１
９
５
３
年

（
３
年
） 

７
億
本  

１
９
５
６
年

（
３
年
）

８
億
本　

１
９
５
８
年

（
２
年
）

９
億
本　

１
９
６
０
年

（
２
年
）

１０
億
本　

１
９
６
３
年

（
３
年
） 

そ
し
て
、
ふ
た
つ
の
基
本
方
針
の
ひ
と

つ
、
施
設
の
平
和
利
用
を
目
指
し
た
意
欲

は
高
度
の
技
術
開
発
と
な
っ
て
現
わ
れ
、

１
９
５
２
年
、
政
府
の
原
子
力
委
員
会
が
ポ

ー
ツ
マ
ス
の
原
子
力
工
場
の
運
営
を
命
じ
る

程
の
も
の
に
な
っ
た
。

建
設
費
１０
億
ド
ル

（
３
６
０
０
億
円
＝
当

時
換
算
）
を
要
求
し
た
巨
大
な
工
場
で
あ

る
。
続
い
て
、
１
９
５
４
年
に
は
、
ア
ク
ロ

ン
と
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
の
合
成
ゴ
ム
政
府
工
場
の

払
い
下
げ
入
札
に
成
功
。
１
９
５
８
年
に
は
、

海
軍
の
対
潜
水
艦
核
弾
頭
ロ
ケ
ッ
ト

「
サ

ブ
ロ
ッ
ク
」
開
発
に
成
功
し
、
研
究
予
算
、

６
５
０
０
万
ド
ル
（
２
４
０
億
円
）
を
受
け
た
。

１
９
６
２
年
は
、
中
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の

発
射
装
置
の
受
注
を
取
り
付
け
る
な
ど
、

そ
の
生
産
分
野
は
、
ア
ポ
ロ
の
月
世
界
征
服

に
協
力
す
る
大
き
な
力
と
な
っ
た
。

タ
イ
ム
誌
に
は
「
ゴ
ム
製
品
だ
け
で
は
な
く
、

何
で
も
包
装
で
き
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
皮
膜
ま

で
、
ざ
っ
と
３
万
を
越
す
製
品
品
目
が
あ

る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

３海
外
市
場
の
開
拓
も
、
ト
ー
マ
ス
の
先
見
に

よ
っ
て
、
大
き
な
Ｇ
Ｙ
マ
ッ
プ
を
築
い
て
い
っ

た
。
今
の
世
界
各
国
に
持
つ
、
１
０
７
カ
所

の
生
産
設
備
と
、
１６
万
店
に
お
よ
ぶ
代
理

店
の
ネ
ッ
ト
が
そ
れ
だ
。

そ
し
て
、
ど
の
足
跡
の
中
か
ら
で
も
、
創
意

と
意
欲
で
洗
錬
さ
れ
た
企
業
の
ス
ピ
リ
ッ
ト

を
く
み
と
る
事
が
で
き
る
が
、
こ
こ
に
興
味

あ
る
ケ
ー
ス
と
し
て
、
日
本
と
の
接
点
を

紹
介
し
て
み
た
い
。

ト
ー
マ
ス
社
長
を
補
佐
す
る
副
社
長
グ
ル
ー

プ
は
、
新
し
い
基
本
方
針
を
推
進
す
る
た

め
に

「
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」
制
の
強
化
に
乗

り
出
し
た
。
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
制
と
い
う
の

は
、
新
し
い
計
画
を
実
行
す
る
場
合
、
充

分
な
調
査
と
相
手
方
に
も
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ

ー
の
誠
意
を
深
く
理
解
し
て
も
ら
う
特
別

任
務
グ
ル
ー
プ
の
事
で
あ
る
。
社
長
直
属
の

機
関
で
あ
る
が
、
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
会
長

は
、
ま
ず
、
デ
・
ヤ
ン
グ
生
産
部
長
を
キ

ャ
ッ
プ
に
し
て
推
進
す
る
事
を
決
め
た
。 

デ
・
ヤ
ン
グ
部
長
は
、
後
に
、
ト
ー
マ
ス
か

ら
社
長
の
バ
ト
ン
を
渡
さ
れ
た
だ
け
に
、
新

方
針
が
、
た
だ
企
業
の
営
利
を
追
求
す
る

単
純
な
も
の
で
な
い
事
を
知
っ
て
い
た
。
世

界
の
中
の
ア
メ
リ
カ
の
位
置
、
そ
し
て
グ
ッ

ド
イ
ヤ
ー
が
先
進
国
の
企
業
と
し
て 

相
手

国
に
寄
与
す
る
も
の
が
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
こ
れ
が
活
動
に
先
立
っ
て
抱
い
た
任
務

の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
で
あ
る
。 

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
は
、
世
界
の
各
地
へ
新
し

い
支
柱
を
求
め
て
飛
ん
で
行
っ
た
。
占
領
下

と
は
い
え
、
日
本
も
例
外
で
は
な
い
。 

早

く
も
２
、
３
の
メ
ー
カ
ー
が
技
術
援
助
の
リ

ス
ト
に
の
ぼ
っ
て
き
た
。
そ
ん
な
折
り
、
ジ

ャ
ワ
工
場
の
接
収
に
当
っ
た
、
ハ
ー
ド
レ
ー

工
場
長
か
ら
、
レ
ポ
ー
ト
が
届
い
た
。 

か
な
り
部
厚
い
も
の
で
あ
る
が
、
書
き
出

し
が
、
デ
・
ヤ
ン
グ
部
長
の
胸
を
打
っ
た
。

「
日
本
人
は
、
世
界
に
偉
大
な
る
貢
献
の
で

き
る
民
族
で
あ
る
事
を
、
こ
の
レ
ポ
ー
ト
に

先
立
っ
て
述
べ
て
お
き
ま
す
」 

か
り
そ
め
に
も
、
日
本
は
、
昨
日
の
敵
で

あ
る
。
デ
・
ヤ
ン
グ
部
長
は
、
廃
墟
を
予

想
し
て
い
た
ジ
ャ
ワ
工
場
の
レ
ポ
ー
ト
が
、 

こ
う
し
た
リ
ー
ド
で
始
ま
っ
て
い
る
と
は
思

っ
て
も
い
な
か
た
。 

こ
こ
で
、
四
月
号
の
本
稿
を
改
め
て
思
い
浮

か
べ
て
頂
き
た
い
。
廃
墟
ど
こ
ろ
か
、
ジ
ャ

ワ
工
場
は
、
す
ぐ
に
で
も
生
産
開
始
が
で

き
る
状
態
で
接
収
で
き
た
の
で
あ
る
。
維

持
し
て
い
た
日
本
の
メ
ー
カ
ー
は

「
ブ
リ
ヂ

ス
ト
ン
タ
イ
ヤ
」
で
あ
り
、
東
洋
の 

魔
術

を
見
せ
つ
け
ら
れ
た
―
。
と
、
レ
ポ
ー
ト

は
続
い
て
い
る
。 

こ
の
レ
ポ
ー
ト
が
動
機
と

な
っ
て
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
対
日
方
針
は
急

速
に
進
め
ら
れ
た
が
、
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド

会
長
は
、
接
渉
に
入
る
前
、
是
非
と
も
ブ

リ
ヂ
ス
ト
ン
タ
イ
ヤ
に

「
タ
イ
ヤ
を
愛
す

る
者
同
志
」
の
肩
を
抱
き
、
ジ
ャ
ワ
工
場

が
立
派
に
な
っ
て
返
還
さ
れ
た
事
を
感
謝

し
た
か
っ
た
。
１
９
４
９
年
１１
月
下
旬
、
７４

歳
の
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
会
長
は
、
ふ
た
り

の
副
社
長
を
従
え
て
日
本
を
訪
れ
た
。 
短

か
い
旅
程
で
は
あ
っ
た
が
、
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン

タ
イ
ヤ
石
橋
正
二
郎
社
長
と
の
和
や
か
な

交
歓
を
皮
切
り
に
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
、

吉
田
首
相
と
も
語
り
合
う
な
ど
、
日
本
を

理
解
す
る
た
め
に
精
力
的
な
動
き
を
見
せ

た
。
日
本
は
、
焦
土
と
は
い
え
、
ハ
ー
ド
レ

ー
の
レ
ポ
ー
ト
の
通
り
だ
っ
た
。
特
に
、
石

橋
社
長
に
は
共
通
す
る
企
業
理
念
を
感

じ
、
直
ち
に
タ
イ
ヤ
技
術
の
援
助
と
生
産

提
携
の
本
格
的
交
渉
に
入
る
事
を
望
ん
だ
。

そ
し
て
、
翌
年
１
月
、
石
橋
社
長
を
ア
ク

ロ
ン
に
招
き
、
全
社
を
挙
げ
て
歓
待
に
務
め

た
が
、
こ
の
時
の
印
象
に
つ
い
て
、
石
橋
社

長
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。 

「
私
の
希
望
は
、
タ
イ
ヤ
技
術
導
入
と
生

産
提
携
で
あ
っ
た
、
と
こ
ろ
が
、
グ
ッ
ド
イ

ヤ
ー
は
、
条
件
と
し
て
２５
％
の
資
本
投
資

を
要
求
し
て
き
た
。
当
時
、
我
が
国
の
、

ど
の
会
社
も
喜
ん
で
外
資
を
導
入
し
て
い
た

が
、
私
は
、
日
本
経
済
が
ま
だ
混
沌
と
し

て
い
る
際
、
我
が
社
は
、
そ
の
用
意
は
な



い
と
お
断
わ
り
し
て
ア
ク
ロ
ン 

を
離
れ
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
引
き
上
げ
た
と
こ
ろ
、
会
社

で
は
、
さ
ら
に
協
議
し
た
結
果
、
将
来
適

当
な
時
考
慮
す
る
と
い
う
事
に
変
わ
っ
た
か

ら
、
私
は
、
ア
ク
ロ
ン
に
引
き
返
し
了
解
が

成
立
し
た
。 

そ
れ
か
ら
同
社
の
主
要
工
場
を
視
察
し
て

痛
感
し
た
事
は
、 

久
留
米
工
場
の
設
備
は

時
代
遅
れ
の
た
め
、
作
業
能
率
は
１
／
５

以
下
で
あ
り
、
ま
た
、
タ
イ
ヤ
用
の
コ
ー
ド

は
、
綿
コ
ー
ド
か
ら
耐
久
力
の
あ
る
レ
ー
ヨ

ン
コ
ー
ド
時
代
に
移
っ
て
い
る
。
要
す
る
に
、

２０
年
以
上
の
技
術
の
遅
れ
が
あ
る
と
い
う

事
で
あ
っ
た
。
一
日
も
早
く
、
こ
れ
を
進

歩
さ
せ
る
に
は
、
ゴ
ム
消
費
量
で
全
世
界
の

１
／
７
と
い
う
世
界
最
大
の
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー

社
と
技
術
提
携
す
る
事
が
、
最
も
得
策
で

あ
る
事
を
深
く
認
識
し
た
の
で
あ
っ
た
」
（
石

橋
正
二
郎
著

「
理
想
と
独
創
」
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
社
刊
） 

現
在
、
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
タ
イ
ヤ
は
、
世
界

水
準
を
ゆ
く
国
産
メ
ー
カ
ー
と
し
て
成
長

し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
両
社
の
比
較
を
し
よ

う
と
い
う
の
で
は
な
い
。
当
時
の
グ
ッ
ド
イ

ヤ
ー
の
海
外
進
出
に
対
す
る
方
針
が
、
ど

の
様
に
受
け
取
ら
れ
て
い
た
か
を
示
す
ひ
と

つ
の
例
で
も
あ
る
。

４グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
は
、
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
タ
イ
ヤ

と
の
技
術
提
携
を 

機
会
に
、
日
本
で
の
販

売
網
作
り
に
乗
り
出
し
た
。 

正
式
に
販
売

の
窓
口
を
設
け
た
の
は
、
１
９
５
２
年
の

「
日

本
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
株
式
会
社
」
の
設
立
だ

が
、
組
織
の
中
で
は
、
同
社
の
海
外
生
産

設
備
や
、
子
会
社
な
ど
を
運
営
管
理
す
る

「
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｇ
Ｉ
Ｃ
）
」
の
傘
下
に

入
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
、
日
本
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
設
立
は
、
日

本
業
界
へ
の
刺
激
剤
に
も
な
っ
た
が
、
そ
れ

よ
り
も
ラ
イ
バ
ル
メ
ー
カ
ー
、
フ
ァ
イ
ア
ス

ト
ン
社
に
先
ん
じ
て
、
有
望
市
場
日
本
に

販
売
拠
点
を
置
い
た
事
に
大
き
な
意
義
が

あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
日
本
へ
の
進
出
は
、
戦
後
に
始
ま

っ
た
も
の
で
は
な
い
。
１
９
２
０
年

（
大
正
９

年
）
、
当
時
の
三
菱
商
事
を
日
本
総
代
理

店
と
し
て
、
東
京
丸
の
内
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
・

デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
を
開
設
し
、
タ
イ
ヤ
、
ホ

ー
ス
類
を
売
り
込
ん
だ
歩
み
が
あ
る
。
ま

た
、
２７
年
１
月
に
は
、
三
菱
商
事
の
子
会

社
と
も
い
う
べ
き
、
日
米
タ
イ
ヤ
会
社
を

通
じ
、
販
路
を
拓
い
た
時
期
も
あ
っ
た
。

日

本

グ

ッ
ド

イ

ヤ

ー

は

現

在
、

東

京
赤
坂
の
ア
メ
リ
カ
大
使
館
下
に
あ

る
、
白
亜
の
モ
ダ
ン
な
ビ
ル
の
一
角
に
オ
フ

ィ
ス
を
置
き
、
さ
ら
に
、
東
京
、
札
幌
、

仙
台
、
名
古
屋
、
大
阪
、
広
島
、
福
岡
に

支
店
を
設
け
、
１
６
０
人
の
社
員
が

「
ウ

イ
ン
グ
フ
ッ
ト
」
の
先
兵
を
務
め
て
い
る
が
、

リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
や
、
ト
ー
マ
ス
の
築
い
た

理
念
は
、
国
境
、
人
種
を
超
え
て
、
脈
打

っ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
さ
ら
に
筆
を
今
日
の
グ
ッ
ド
イ
ヤ

ー
に
触
れ
る
事
は
、
こ
の
物
語
を
取
り
上

げ
た
意
図
か
ら
外
れ
て
く
る
。

い
う

ま

で

も

な

く
、

グ

ッ
ド

イ

ヤ

ー

の
世

界

最

大

の
ゴ
ム
会

社

た

る

地

位

は

「
３２

億

１
５
３
３
万

ド

ル

（
１
兆
１
５
７
５
億
２
０
０
０
万
円
＝
当
時
換

算
）
」
の
売
り
上
げ
が
示
す
通
り
で
あ
る
。

い
ま
か
ら
７２
年
前
の
１
８
５
８
年
、
わ
ず
か

１２
人
の
従
業
員
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
タ
イ

ヤ
会
社
が
、
１２
万
人
の
マ
ン
モ
ス
機
構
に
育

っ
て
き
た
事
は
、
そ
こ
に
何
か
、
目
に
見
え

な
い
生
命
力
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
日
本

の
ゴ
ム
産
業
界
に
と
っ
て
、
そ
れ
が
ラ
イ
バ

ル
と
し
て
映
る
の
か
、
道
標
と
な
り
う
る
か

は
知
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
物
語
の
最
初

に
述
べ
た
よ
う
に

「
世
界
の
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー

は
、
あ
な
た
の
た
め
に
、
何
を
し
た
ら
良
い

の
で
し
ょ
う
か
」
ま
た

「
い
っ
た
い
ぜ
ん
た
い
、

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
は
、
あ
な
た
の
た
め
に
、
何

が
で
き
る
だ
ろ
う
か
」
他
の
企
業
に
見
ら

れ
な
い

「
自
信
と
貢
献
す
る
」
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
ー
は
、
文
句
な
く
認
め
ざ
る
を
得
な

い
。
こ
の
企
業
を
支
え
て
い
る
怪
物
の
様
な

生
命
力
を
、
歴
史
を
紐
ど
く
事
に
よ
っ
て
、

掴
み
得
な
け
れ
ば

「
７０
年
代
に
７０
万
ト
ン
」

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ
、
日
本
タ
イ
ヤ
産
業
に

と
っ
て
、
プ
ラ
ス
こ
そ
な
れ
、
マ
イ
ナ
ス
に
は

な
ら
な
い
と
確
信
す
る
物
で
あ
る
。

（
お
わ
り
） 

３
代
目
社
長

ト
ー
マ
ス
・
Ｍ
・
ヘ
ー
グ
氏


